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2027年時点でも6％超の高成長が見込まれるベトナム経済

ベトナムは、1986年からドイモイ政策*を展開し、平均6％超の経済成長を持続

➢ ベトナム経済は、2020年の新型コロナウイルス感染症のパンデミックによる経済的ショックの時期においても、プラス

成長を維持しました。インドは、全土のロックダウンを行ったことにより、2020年のGDP成長率は▲6.6％となりました。

➢ ベトナムのGDP成長率は、2000年～2021年の平均で約6.3％と高成長しています。コロナショックから回復後の

2022年～2027年の予測値は、平均で約6.7％と引き続き高い経済成長が期待されています。

ベトナムの経済成長率は、2027年時点で6.8％の高成長予測

➢ IMF（国際通貨基金）によれば、2027年時点のベトナムの経済成長率は、6.8％とインドの6.2％を上回ること

が予測されています。（2022年10月時点の予測値）

➢ ベトナムの経済成長率は、2022年から2027年まで継続的に中国を上回ることが予測されています。
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ベトナム、中国、インドのGDP成長率の推移
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出所：IMF（国際通貨基金）の2022年10月時点のデータをもとに明治安田アセットマネジメント作成
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2027年GDP
成長率の予測値

ベトナム 6.8％

インド 6.2％

中国 4.6％

コロナショック

＊GDP成長率の破線は予測値。

＊ドイモイ政策とは、1986年にベトナム共産党で提起されたスローガンで、ドイモイとは刷新を意味し、これにより市場経済化が進展し経済が拡大しました。

2022年以降の
GDP成長率は、
ベトナムが中国を継
続的に上回る予測

ベトナムのGDP成長率
は、コロナショック時にも
プラス成長を維持

※ベトナム、中国は2021年から、インドは2022年から予測値。

※上記は過去のデータであり、将来の投資成果等を示唆・保証するものではありません。ご留意事項を必ずお読みください。


